
[ 平成２２年 ３月 ９日産業環境委員会－03月 09日-01号 ]

◆芝田 委員 公明党の芝田でございます。きょうは１項目質問させていただきます。

堺市ブランド創造発信事業についてということで、午前中にも議論がありまして、私も

当委員会でも今年度もさせていただいた経過などもございますが。観点を変えまして、私

なりに質問をさせていただきたいというふうに思います。

まず、この堺市ブランド創造発信事業については、堺市にとって今までこういったブラ

ンドを進めていく創造発信事業というのはあったのかどうか、まずお聞かせ願いたいと思

います。

◎澤田 商工労働部次長 今までこういうような堺市ブランド創造発信事業のような事

業があったのかということでございますが、いわゆる堺の知名度を向上されるために、海

外で、しかも民間事業と共同で事業を行うというようなものは全く初めてでございます。

◆芝田 委員 全く初めての事業であるというふうに私も認識はしております。そして

また、地場の伝統産業の打刃物とかファッションとか、そしてまた和モダンとかいろんな

カテゴリーの分を、世界のそういう情報の発信の中心であるニューヨークで事業展開をし

ていくということを共同事業体ということで進められているということでありますが。ま

ずこのカテゴリーについて、もう一度確認をしていきたいと思いますが、どういった内容

のものがございましたでしょうか。

◎荒木 商工労働部副理事 まず、大きく分けまして海外事業と国内事業というのがご

ざいます。海外事業につきましては、いわゆる和食を通じて堺をＰＲするというニューヨ

ークのレセプション事業というのが１本ございます。それからもう一点が、堺にゆかりの

ある千利休のつくった、高台寺のほうに千利休の茶室がございますが、その高台寺の庭を

作庭しました庭師の方を使って、堺にゆかりのある文化を発信するという庭を向こうでプ

ロモーションし、作庭していくという事業が２本目でございます。それから、ファッショ

ンということで、日本のほうで活躍する新進気鋭のファッションデザイナーを、堺の名の

もとにニューヨークのほうで発信してデビューさせていくというような大きな３つの柱で

海外事業が展開されております。

もう一方、国内事業につきましては、堺を中心とする地場産品をブラッシュアップした、

いわゆる和モダンという感覚で作品を策定しまして作成し、それを公募という形を使いま

して、ニューヨークのほうで展示会という形で発信していって、いわゆる地場産品を中心

とした販路を開拓していくという事業がございます。それから、国内事業の２つ目としま

してはビジネスパークというような、将来的にはいわゆるインキュベーションセンターの

ような形の箱物なんですが、そこにデザイン系のビジネスを展開する企業それから学生そ

れから学校とか、そういうものを集積するようなパーク構想というのがございます。以上

でございます。



◆芝田 委員 今のご答弁でもかなり多岐多様、また広範な、また今までに経験のない

ようなことを国内含めて海外にも進出していくということでございますけれども。午前中

の議論にありましたように、この３カ年のこの事業の数値目標というのは実際あったのか

どうか、お聞かせ願いたいと思います。

◎荒木 商工労働部副理事 当初の数値目標ということで、例えば幾ら販売するとかい

うことで、３年間が終わった時点で数値的な目標というのは特にございません。ただ、１

７年度から実施しましたギャラリーショップというような調査ものがございますが、その

ときはあくまでも構想という、モデルケースとして１７年度のときの調査では、いわゆる

将来的にニューヨークにギャラリーショップを開いたときに、どの程度の資本で、どの程

度の費用をかけて、どの程度の売り上げがあったときに、何年後に収支が黒になるかとい

うようなシミュレーションをやってございます。以上でございます。

◆芝田 委員 午前中の議論でも、いわゆる予算が４億に近いということとか、そして

また皆様方がどこまで汗をかいて、この事業を推し進めたかというような議論もございま

すし。また今答弁いただきましたこの数値目標にしても、なかなか広範にわたり、またな

かなか１つに特化して数値目標を設定するのは難しいように、私自身もとらえてはおるわ

けでありますけれども。ただ、この事業も、市民からいただいた税金という、そういう観

点から見ますと、やはりいろんな意味での反省もあり、また今後の教訓になるようなこと

も実際あるとは思います。

そして、堺におきましても、いわゆる推し進めてきました木原市長が９月の選挙で竹山

新市長にかわるという大きな流れができまして、この事業が途中で、もちろん昨年の木原

市長のときから、いわゆる不況、そしてまたインフルエンザ等のこともありまして、事業

がなかなか思うようにいかなかったということもお聞きしておりますけれども。竹山市長

が誕生して、この事業が頓挫して、また軌道修正したということでございますけれども、

その辺の流れを簡潔にご説明願いたいと思います。

◎荒木 商工労働部副理事 年内に予定しました事業や、これまでのニューヨークでの

事業展開から派生した事業につきましては、市の職員がみずから知恵を出し汗をかくとい

う竹山新市長の方針のもと、市および財団法人堺市産業振興センターの独自事業として引

き継ぎ、海外販路拡大事業として実施しております。

具体的には、１１月にメトロポリタン美術館との共催による堺打刃物のＰＲを、１月に

はニューヨーク国際ギフトフェアに、昨年５月から６月にかけて公募をいたしました和モ

ダン商品を出展するとともに、引き続き紀伊國屋書店ニューヨーク本店でテスト販売を実

施しました。また、２月から３月にかけましては、国際レストラン・アンド・フードサー

ビスショーへの堺打刃物、昆布、しょうゆの出展と、ニューヨークの現地シェフを対象と

しました堺刃物職人による包丁の研ぎの講習会を実施いたしました。

このうち、メトロポリタン美術館との共催による堺打刃物のＰＲにつきましては、堺市

ブランド創造発信事業、これまでの事業を通じ、ニューヨークを舞台に堺打刃物の情報発



信に取り組んできたことが、同美術館からのオファーにつながったものと考えております。

広報効果はかなり大きく、堺市の紹介文を含む事前の案内メールが、同美術館の５万人の

会員の方に向けて発信されまして、開催後には、同美術館の報道発表の内容が英語による

オンラインニュースとして全世界に発信されました。また、現地の旅行会社のほうから、

堺にぜひ行きたいというような問い合わせが、現地ニューヨークの方々のほうから寄せら

れているという情報も入っております。そのほかの取り組みにつきましても、現地のフリ

ーペーパーに取り上げていただいたほか、商談実績や販売実績も上げておりまして、全体

として着実にニューヨークでの堺の知名度向上と堺産品の市場拡大に貢献しているものと

認識しております。以上でございます。

◆芝田 委員 堺市ブランド創造発信事業がいわゆる新市長の後、ちょっと伝統の地場

産業品等中心の次年度の事業になりますけども、堺産品海外需用拡大事業の流れに今ある

というふうに思いますけども。

午前中の市長の発言の中で、この和モダンは市民の視点から外れているというような答

弁というかお話があって、私もちょっとびっくりしているわけですけど、今の副理事の答

弁では、実際この１月には和モダンの商品を出展しているということでありますので、市

長が誕生した後に、この事業が存続しているという、また今継続しているということを市

長は認識していなかったのかどうか、お聞かせ願いたいと思います。

◎澤田 商工労働部次長 午前中の市長の発言の中で、和モダンというものがもう存在

していないのではないかというようなお答えだったかと思うんですが、私どもが認識して

おりますのは、この和モダンが堺市の産品ではなく全国各地から集めて、それを発信しよ

うということで、ブランド事業では手がけておりました。ただ実際、今私どもが引き継い

でやっておりますのは、やはり堺産品を中心に海外での市場開拓、市場進出、これを支援

していくんだというようなことでやってございまして、この２月３月の国際レストラン・

アンド・フードサービスショーにおきましても、刃物と、それから昆布、それからしょう

ゆ、こういった地場産品を中心にやってございます。ということで、この和モダンを今後

引き続き展開していくといたしましても、堺産品、地場産品を海外進出の支援していくん

だというような認識で続けていきたいというふうに考えてございます。以上でございます。

◆芝田 委員 市長の認識がやはり現場のそういったところが隅々までわかってないと

いうふうに私は認識しておりますし、今の答弁ではちょっとはぐらかされた感じもいたし

ますけれども、やはりその辺、また当局のほうから市長に苦言を呈していただきたいなと

いうふうに思います。

戻りますけども、こういう堺市ブランド創造発信事業におきましては、伝統の打刃物が

かなり向こうでもすごい評価を得てるということで、そういう形で特化している中で、次

年度も進めていくわけありますので。このクリエーティブな部分、そしてまた、こういっ

た海外で、ましてニューヨークでそういったことをするというのは、確かに堺市の職員だ

けでは難しい事業で、こういう共同事業体という流れでも私も理解をしておりますけれど



も、いろんな問題はあろうかとは思いますけども、そういう中で、こういう伝統産品が大

きな引きがあると。また、ここは開けていけるということが我々に理解、また当局が理解

することが、今回の大きな一つの成果だというふうに思っております。また、今後これが

３年後５年後、この大きな授業料を払ったというこの事業に対しても、評価が３年後５年

後という形で、また１０年後に評価することが私は正しいかなという認識をしております。

最後に、局長のほうで、いわゆるこういう議論を踏まえて、新市長ができて、この堺産

品という新規事業に進んでいくわけですけども、今回の堺市ブランド創造発信事業の現時

点での総括と今後の見解を、新しい次年度の事業に対しての見解をお聞きしたいと思いま

す。

◎林 産業振興局長 この堺市ブランド創造発信事業に関しましては、私どもはやはり

この３カ年の事業についてきっちりと総括をし、検証し、問題・課題というものを洗い出

してまいりたいというふうに考えております。その上で、反省すべき点があるのかどうか、

その辺については真摯に対応してまいりたいというふうに考えております。

今、るるご議論ございましたこの事業は、堺の知名度を上げるということを目的とした

事業でございます。３年という短期間でございますが、この３年間でそれなりの成果を上

げるというのはなかなか難しいところもございます。私どもはやはり、今後引き継いでい

く事業を海外で展開することによって、中長期的にその成果を得たいというふうに考えて

おります。

また、来年度以降の事業展開につきましては、職員みずからが情報収集し、汗をかき、

堺の打刃物を中心とする伝統産業の海外での市場開拓、海外での堺の知名度の向上という

ものについて努めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。

◆芝田 委員 ありがとうございます。

この堺市ブランド創造発信事業について、この創造発信事業が、光が当たるのも、また

光を発するのもこれからという、未来指向でいけばこれからにかかってくると思いますの

で、当局のご努力を期待しまして質問を終わらさせていただきます。ありがとうございま

した。


